
Windows Liveメール
2012/2011

メールソフト設定⽅法

WindowsLiveメール2011/2012
を起動

Outlook の通常画⾯が表⽰された場合



アカウントを選択し
電⼦メール を選択します

Outlook の通常画⾯が表⽰された場合

設定資料の通り①③を⼊⼒し
⼿動でサーバー設定を構成するを選択

※ パスワード⼊⼒時、セキュリティ保護のためパスワードは ( ● ) で表⽰されます。



設定資料の通り②④⑤を⼊⼒し
次へを選択

完了



受信トレイでアカウントを選択し
プロパティ を選択

全般を選択にし
設定資料の通り①を⼊⼒

「メール アカウント」

わかりやすい名前を⼊⼒します
例) INTERLINE

「ユーザー情報」

●名前(N):
名前がローマ字で⼊⼒されていることを確認します

例) Taro Yamada
●会社(O):

必要に応じて⼊⼒します
※ 個⼈で使⽤する場合は空欄にします。

●電⼦メール アドレス(M):
メールアドレス（設定資料①）を⼊⼒します

例) taro@interline.or.jp
●返信アドレス(Y): 空⽩

※ 電⼦メールアドレスで設定したアドレスとは別のアドレスに返信して
もらいたい場合などに設定します。

●メールの受信時および同期時にこのアカウントを含める(I)：
チェックを⼊れます

①



サーバーを選択して設定資料通り
②〜⑤を⼊⼒し設定を選択

「サーバー情報」

●受信メール サーバーの種類(M)：「POP3」
●受信メール (POP3)(I)： 設定情報④
●送信メール (SMTP)(U)：設定情報⑤

「受信メールサーバー」

●ユーザー名(A)：
メールアドレス（設定情報①）が⼊⼒されていることを確認します

例) taro@interline.or.jp
●パスワード(D)：

パスワード（設定情報③）が⼊⼒されていることを確認します
※ セキュリティ保護のため、パスワードは ( ● ) で表⽰されます。

●クリア テキスト認証を使⽤してログオンする(C)
選択します

「送信メール サーバー」

●このサーバーは認証が必要(V)：
チェックを⼊れます

送信メールサーバーを設定



詳細設定を選択し
設定資料④⑤のポート番号を⼊⼒し
OKを選択

④

⑤

「サーバーのポート番号」

●このサーバーはセキュリティで保護された接続 (SSL) が必要(Q)」：
チェックしません

●送信メール (SMTP)(O):
587 を⼊⼒します
※ チェックを⼊れてから数値「587」の⼊⼒をおこなってください。
数値の⼊⼒後にチェックを⼊れたりはずしたりすると、数値が変更されてしまいます。
その場合は、チェックを⼊れた状態で「587」ともう⼀度⼊⼒してください。

●受信メール (POP3)(I):
110 を⼊⼒します

●このサーバーはセキュリティで保護された接続 (SSL) が必要(C)：
チェックしません


